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曹

建置宜省中部地方建政局静倒工事事務所の安倍川上流部副紡工事の資料として先年度、大谷川l流

緒

域白地質調査が行われたが、これ乞雪国lev、て安倍川上流域一帯。地質調査を行ったので其の概要

隔地織は安倍111糊醐ケ島地域予酬。巨大舗の筒、川嶺、銅器悼.十段山忙亙る県

境山様、西側を大谷崩.笹山山嶺庇固まれた訟の森以北の約 70平方hの地舗である。
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町、

竹内助教俊民積ル樹園位示いただき.31.其の他多〈の人々医術協力いただいた。これらの方々に~

〈御礼申し上げる。

地質概観

本調査区域は先の報文(大谷川棟由主地質調査報告〕で欝しく述べられているように東を串魚)11

静岡構造銑西を笹山構造線陀よ，って境される地域である。本地域白地膚は地向創性の厚相堆積

岩である剤治、頁婚を圭体として曹賠地域の西側には鑓基性火成岩の滑脈がほ x剛院賀入岩体

が分布している。中央部の頁岩層Eは数牧の凝灰婦か走向K平行匹堆積Lている。これらの地層

は一位I<:NI0"E-N20・Eの走府1を西1<:60・-80・帽む〈傾斜を有するが地質構造は複雑

で部分的陀N60・E(主として相場中〉を示すところもある.即Z大谷川流域と問機民主とL

て硲暗中には、石英民及び方解石脈が活動しており、 機岩、石灰岩がほとんど分布しないのが特

色である。こむ地域区分布する地層を治相に基いて次の四つの庸に分ける。

地質園西側から

(1) 大谷川層

(2)湯舟韓層

(3)十位山署

(4) 大井1.11層

制'l!tli!践の西方K笹山構造線があ 9.三書層と接するとされτいるが今回の調査ではこの聞記係

は明らかにする制服U 吋。六谷川替は西側E頁紘車体脚圏内9.醐麗庄は翻

量地域同t鋪よ り南端民連僻する長大な塩基性火成岩脈がある。頁岩の見かけ上の層.f~300 U 

ml<:遣し砂岩層のみで 150 omtz:;/Iv、。湯の森層は貰倍賞。互膚で4-6本の編着な蟻灰岩層

が北端より南端E連続して現出していて本廟の地質構造を示す良い鍵層となっている。其の車の

砂法層主頁婦層を十段山層1:l...醇E岩層は層単1000ml<:量しアルカ P斑f揖赴司南北に位.1FfC

大治脈か貫入Lてv、る。十位山膚は不嬉合E車側の大井川層火成告と律するものと思われる。

糸魚川静岡構造線はl!1<:車を走り調査地域件であっ置。

地層各税

料大谷川層

大谷川流域から南巴赴びて三郷川上f軍部まで分布する地層で咽端婚と頁岩磨区より桝成される。

疋頁岩曹中医は塩基性火成岩を含み、笹山田県肥は段灰場閣が一位存在する。
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、

頁岩・頁岩は黒灰色であるが風化された部分は褐色を呈している。ー鮒Z結複岩質で局理が明

この層理面で制越しやす〈安傍川上流部民事〈見ら料る崩壊の紫凶となっている。走瞭であり.

問は一位17CN20・E-N3 0 'E.傾斜は 70'Wである。主この頁岩患中Eは笹山山嶺に平行、

の方剛乞南;11<:塩恭性火成岩の賀入岩脈が存在する。こ削工南部三郷11.濁川付近で

は蛇畝婦が顕著であり三郷川上流動明主蛇紋岩の両側庇接して巾 10mの白書E岩が存在している。

NI0 ・E

3 この岩脈は吏巨北部溺11 の;~jJH尾根て~1車働Z のみ閃縁岩がw僧(こり自君臨岩は NIを含む。

して存在している。買陀紺屋択北側尾根ではこ¢端厳に接して巾 5mの紫葡輔石角閃石民家滑が

存在する。こり地点町線ワ 500mの所匹も例記の貰入岩体がある。

この頁岩層の西側には巾 80m位の緩灰岩層がー故存在する。文大谷崩付近よりE巨匠於いては

巾 10-3 omの灰白色。唖晴膚を執み頁治と互膚をなLているが南部官主梧晴層は樺くなり貝

岩に瀬捗 Lている。一般的Z昆てこの貰宕婦は法相変化庇乏しく、特区中央の纏基性火成岩脈申

取酉て婚相変化は梧v、樺であるe

砂岩:砂婚は一世κ灰白色で層現に芝L.~ .走向は N20・E-N30'Eであるが、赤7](付近

を示L..舗斜は 70'W-8 O.Wである。相暗層の中部三郷川付近で

は師法‘頁岩の互層をなす。互西側の良治団との墳は砂翼互厨をなして按ずる。

E温泉北部でN40・E

向 ζの大谷川湖は車側の湯の轟堀之は蝶告t重なる。

描の森庸(=) 

安倍川本硫を積んでほ X南北区分布するものでー耐Z砂賞五績を含むが頁岩が優勢である。主

g. hの記号を付す。〉

頁紫 ι色はー骨置に黛灰色であるが.磁灰岩と接する剖扮では駐灰質頁岩の絞殺質を呈している.

一般E走I司1NlO"E-N2 0 ・Eで噛斜は西部では 600W........700Wで曜都宮工 70・E........9.O'.. 

Eである。この頁崇は粘板岩匹近く膚玉置が明らかで.局飾的E激L.<補曲L、晶化L宇すく、崩

まれ正水晶(最大3圃〉を見る

f d e ‘、b、C.頁岩中には最高8伎の晩灰岩眉を含み. (商よりα、

情甜から;t古都へと徐krr:蒔くなっている。

捜し平すい。三揖&11合流点付近では頁岩優勢の砂頁瓦膚があり、割高号はνンズを連ねたごと〈引

きちまられていて最高巾 50mの石英自民が縦横E存在Lていて、

ことがある。又三郷川流域匹於いては頁岩膚の圧砕鶴坊に団塊状及νンズ状の硬質の頁岩があり

この頁滑の帽は比絞的紫相変イυz富み、三郷川合成l!.車中広自生した黄鉄鉱の結晶が見られる。
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dの間では桜灰岩佐僻

して淡緑色の晦灰質頁岩があり直民車へ‘黒色民知、砂告のνンズ状のものを挟む黒色頁岩、貰

方 lOOOm付近医、灰白色の石灰質頁婦が掛まれている。主凝灰岩c

岩優勢の砂頁互層、灰色頁岩専任変じている。湯の森麿と東側の十故山署とは鞍合ι持している。
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凝灰岩 嵐灰岩はー散に暗緑色E自主雌議色で組粒からなる。層裂は明らかでない。峰灰岩 b届

は濁川付近で石灰質の燥を混入しているが化石は認められない。 C層は日影沢付近在於Fて、多

量の博岩角信事を青む。J!I<北部逆IIiItC於v、ても安山岩貿玄武岩の熔岩を含んでいる。d膚は井戸

日彫沢付近陀於いてはー牧の庫v、桜灰岩層とな沢付近で中に約50mの頁岩層を慎んでいるが、

己れらは共巨細砂貿の磁灰岩であり.岩栢上同ーのも申であると恩われる。互関之択っている。

e h屠κ就いてもd及日影択では二次的な石英脈が縦横ι存在しているのが特徴である。 g、

中間の頁岩蘭は草木以>1，<.':1見られないので消失していると思われる。又草木付近で合と問機、

h層の中間匹巾約 10mの師縁岩が見出だされる。体する g.

h】は直匹;!1L続くものであるか否かについては、調査区域g 、ε 、d司c . 巌灰岩層(b、

の北限り尾根遺よりの調査官主催説、L得なか-?f<。

関の沢民於ける凝灰岩町分布から東西正走る断層を維露、L置。断層の性質Eつmては沖積原庇

阻まれて朗らかでない。 断精の西半分は喰灰岩の分布E地形より推定したものである。

湯り森層と車側ι脅する十枚山層とは礎合t重なる。

十位山場

西側帆梯の森層と接して、ほ之んど南;!1L分布し砂崇及頁岩守層より成る。砂岩層Kはが与川宿

と同時代の火山活脚乞よるアルカリ斑楓岩の賀入岩休がある。

同
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一世E走向は、N200 砂岩，砂岩は暗灰色E淡舗色、中粒で層型はほとんど附らかでない治、

この砂岩中正アルカ リ軒鳴岩がJlAしている。E-N3 00 E‘帽斜は7O' E。

頁岩，一段位黒灰色で暦理は明らかであるか掃出丑地形の条件悪<.分布を価認したのみで走

向、傾斜は不附である。

大井川晴同

大井川層は十伎山町取に甫;!1L分布する火成岩体で流紋措より成る。こ町岩体はこの剥筆区域

より車にも統〈と息われる。

対比・地質桝で

この地域の岡崎頁岩からは殆んど化石が発見されないし、 主凝灰岩中の石灰岩からも発見でき

ないのて常持上から対比する。

このこり梢査地域の西冊t大谷川刷は三宮巣層群と鞍していると恩われるが、

しかし治相上から.三宜層の曜夜帯‘泥あるいは三宮層K属するのではないかとの疑問もあるか、

婚の互咽に対して. 大谷川l層の梧端、 頁岩の互層 . 31.極基性火成岩のl~Ä脈より 、 大谷川膚は瀬

戸川巣層群E廃するものと恩われる。故巨大谷川層以東町湯の森層.十位山層は瀬戸川梨層群陀

1 4 
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属する。瀬戸111婦層群Eついては晶図式切での側疫があるが(文献2• 3器開】各層U対比につ

v、て出且在附"カ坊とする事が出来ない。lJIjt:玉川村中間内J1U:流部の調査報告〈文献4番線〉が

これ巨よると口坂本原の鮎摂喝の層と砂帯周は岩相からみτ大谷川壇の頁岩E磁槍層巨額あり.

この事は大谷川層の頁岩層Eも口坂本層の粘叡岩層陀も蛇紋病体が貰1

Lている事で捌らかである。次ι湯の森層はロ坂本届中の級官、粘板岩及下落合暦群臣栂対してい

当するものと，恩われる。

る。

十段山の県の流紋治体tr:ついては真富士山.竜爪山山嶺民連なる一連の大井川層の火成岩E属

するもりと忽われる。この事から大升川暗とした。

地質年f¥)'C就いては時代を決定する化石が殆んど発見されていないので縞定出来ないが.紙百

川県周群臣ついては古第三期漸新世と思われているのが本調笠地域の瀬戸川層κついても問機と

考えてよいと忠われる，

造輔

この地域は件帯に属するため観維な地質斜誕を示している。各居間は略合K重なっていて断廟

寺V乙よって修しているもの官まない。一散E定問はN10・E-N3 0・Eで岨斜は闘之沢町東側

では院に 70........80...，共弔西側ー日ま掴tL6 00........鳥 0"である。故tr:1;i.対司王中流と三郷川入口を

結柑糊自治噌えられる。との大鵬な組曲附して各所E小知な柑曲が見山 これは巾数

m-数 10官m:~lll.ぶものまである 。 この側主三車IiSIIi入口側辛道付近の慰問ι磁華である。共他

各崩暖地匹見られる。豆大規模柑斜銘h首陀ついては、湯の森宿中。凝灰岩層及隣接する大観rl/i'i 

]'.十枚山層り砂岩頁婦は背掛軸今中心f ほ ど対称の性質を示し、一連貯背斜構造をなすもの£暑

l

l
(

i
l
 

今後四精銅乙よらねばならない。断層tr:-:>.ハては構造をえられるが、更に苦手しく解明するtr:11.，

亨酎する織な穴きなものは見られないが、小断層は各所乞見られ.一般に走向はN50'E-N7

である。特ι臨調Eなも白は、関之沢下流部を通るもので殆んど車醤E走ウている。0・E

岩成火

本地域内庇分布する火成岩は大谷川l層。頁岩をほx南北正直 〈境基性火成岩脈亙これtr:1相普す

る小説換な岩脈と詰抑森居中の樋灰岩白中ι音まれる稽瞬及大井川腐の火成治体である。

宣t獄岩，大谷11日間を官く岩脈で其の主要膏防H:I.J滋宣告で一般陀蛇敵浩化作用カ2進んでいて鉱物

の総別は図縦六Eあるが頭火剤石及オヲーフ.石を含んでいたと推定される。混石綿の脈が見られる。

火紫蘇尚石角閃石閃録岩，蛇紋矯体町長い岩脈に付帯して紺唐沢ゴ凶羽尾根tr:t.lI出する稿!l¥で.

成岩花より民農カ務作用で閃縁崇慌の岩石t変ったホルンフエルスではないかと思われる。
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安山崇質主蛍治告書締，湯の森特区はさまれる磯灰滑 c 層申乞(逆川上r~~;郁〕局制約陀介在して

いるもので長石康品を有する晶状岩で変質を うけている。主沸石がガス孔中巨充たされている。

アルカヲ斑構岩，梯の事由砂場中庇貰入Lていて.共東κ分布する大井川層白斑紋紫体と同時

代の火山活動匹よるもりであると思われる。又これは大崩揖岸K産するものに良〈似ている告種

で->p，擁状を有1...半深成岩匹近v、ものである。普通蝉石、磁鉄鉱.中性長石、高温石英は搬別

出来る治討也は級制出来ない。塩恭性鉄苦ま鉱樹f角同石か?)が含まれている様でガラス質の石

器を有Lている。

結論

1. 本調査地域の地層は北北東~南南西"-ト唯量定l声]を有するもので瀬戸川累層群と大井川層群(

東部流紋岩悼のみ〉ι属するものである。

2. 地層は砂岩、頁岩.換灰岩よりなる堆後浩より成九これに百入ずる草皆、性火成岩体引見ら

れる。

3 一般に憎曲儲宣は復婚で量る所托小嵐棋な等斜摺曲が邑られるが、隣土沢~草木を結五背斜

軸Eよるー℃町大きな背斜僻塩が考えられる。

4. 本地域に舵ける頁岩は風化，，-やすく、精柑化Lて崩掛の原因となる。 ιとに砂岩と互思して

いる剖扮はl/J措と頁岩の目i降 水を合h、胤化L柑端の片塊主:1昆有する苦士主を作り綬雨庇よウ亡

山崩れとなる耳討、豊明。又.m嶋長性の幌灰岩並電磁配岩による崩れも~V、。
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地金詳しずはた第 1号

松本修一 卒業育文

8. r高卒山:11諸の地質及火成岩」 山下和喜 地学しずはた;1¥4号 1954 
9. r牛糞西方正於ける瀬戸川層鮮の地質学的研究」 棺f奥勉地学しずはた第4骨 195 4 
10. r静例県朝比奈鉱山のクローム鉄鉱床」 名波章太郎地帯Lずはた第7号 1 95 5 
1 1. r音信111上流大谷川棺域の地質J ~目眉芳雄神間貞吉橋本行雄

地暗Lずはた第 12号 1 957 

12. r漬科川下琉北古地域の地質J 常本行雄 地学Lずはた第13号 1 9 5 7 
13. r静岡西古賀科川中流付近の地質」 神間貞吉 地挫しずはた第 13，ヰ 1 95 7 

1 6 
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